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I はじめに
台湾映画をめぐる状況は， 2008年の親徳聖監督作品「海角七号一一君想
う，国境の南」の大ヒットにより，大きく様変わりした九 2015年時点で，
台湾映画の現地における歴代興行高を見ると，同作が5.3億台湾ドル2)でl
位の鹿にあるの安始めとして，上位12位まですべて2007年以降に製作され
た作品となっている(表1)目。しかも，かつて世界各地の映画祭で目覚まし
い成績をあげ， 日本の映画ファンにもなじみが深い侯孝賢，エドワード・ヤ
ン(楊徳昌)など，いわゆる台湾ニューシネマに属する監督の作品がほとん
ど見当たらない。同じ資料でニューシネマ系作品を探すと， 40位まで下つ
でも，わずかに 22位に侯孝賢のヴェネチア闇際映爾祭金獅子賞受賞作「悲
情城市J(1989年)1点が顔を出しているのみである。このことが示すのは，
海外での評判とは裏腹に， 1980年代から 90年代にかけての台湾ニューシネ
マは，地元観客の支持を得られていなかった事実であり，台湾映画の地元市
場におけるシェアは， 2001年には何と 0.17パーセントにまで落ち込んでい
た。それが「海角七号Jが公開された 2008年に 12.09パーセント， 2011年
には 18.65パーセントにまで跳ね上がっているの。
奥行高でベスト 12入りした作品はまた， 20代でアメリカに留学して以来，
主に現地で映画製作に携わり，米アカデミー賞をはじめとして，ヴェネチア
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国際映商祭金獅子賞，ベルリン国際映画祭金熊賞をそれぞれ複数回受賞する
など世界的名声を博すアン・リー(李安〉監督の「ラスト，コーション」を
除けば，すべてが2008年以降の作品であり，その点からも同年公開された
「海角七号』の影響がどれほど大きかったかがわかる。しかも，ランキング
中には. 1位の「海角七号J.2位の「セデック・パレ(前編:太陽旗)J.6 
位の「セデック・パレ(後編:虹の橋)Jι 錦徳聖監督作品が3点含まれ
るだけでなく，同氏がプロデユースした rKANOJ(マー・ジーシアン=馬
志掬監督〉も第5位に登場している。そして，そのすべてが，かつての日本
による台湾統治と深くかかわる内容を持つ。『海角七号」は 1945年の日本敗
戦とともに台湾から日本へ引き揚げた教師と台湾人女生徒の恋をひとつの柱
とする物語. rセデック・パレ」は 1930年に台湾先住民セデック族が日本に
よる圧政に対して起こした蜂起とその鎮圧をめぐる物語. rKANOJは1931
年に台湾代表として甲子園に出場した嘉義農林チームが日本人監督に率いら
表l 台湾映画の現地における興行額順位3)
順位 タイトル 監督名 製作年度 売上高(台湾ドル)
l 海角七号 貌徳聖 2008 5.3億
2 セデック・パレ(前編〕 貌徳聖 2011 4.72億
3 大尾飽鰻 郎繁寛 2013 4.3億
4 あの頃，君を追いかけた 九把万 2011 4.1億
5 KANO 馬志淘 2014 3.3億
日 セデック・パレ(後編) 貌徳裂 2011 3.18億
7 陣頭 鴻凱 2012 3.17億
B 祝宴!シェフ 陳玉勲 2013 3.1億
9 ラスト，コーシ罰ン アン・リー 2007 2.8億
10 等一個人瑚排 江金森 2014 2.6億
1 モンガに散る 鐙承津 2010 2.58億
12 大稲壕 薬天倫 2014 2.1億
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れ，決勝まで進出した物語である。
E 菰徳聖監督と台湾原住民族
筆者はかつて拙文5)，6)で， r海角七号』が台湾で大ヒットした要因のひと
つとして，映画史上ほぽ初めて，台湾原住民族を肯定的に描き出した点を指
摘した。現在では人口の 2パーセント強を占めるに過ぎない原住民族だが，
日本統治時代(1895-1945)以前，中国大陸から渡米した移住者の大部分は
男性であり， しばしば台湾原住民族の女性を妻としたため，台湾本省人の多
くはその血筋を引いていると推測されるのだ。
大航海時代以降，オランダ，鄭氏政権，清朝，日本，中国国民党による統
治を通じて，一貫して支配される側にあった台湾原住民族だが， 1980年代
以降民主化のプロセスにおいて社会での発言権を徐々に獲得し，また 1990
年代以降は原住民族の血を引く芸能人によるカミングアウトが続いたことな
どもあり，台湾社会でのイメージは大きく改善した。また同時期に進行した
「本土化J，すなわち台湾を基盤とする新たな世界観の構築の中で，台湾原住
民族の血筋を自覚することは，台湾人としてのアイデンティティを確立する
ためにも有益だった。「セデック・パレ』のヒットを伝える台湾メディアの
報道7)によれば，劇場では原住民族の伝統的衣裳を身にまとった観客も見受
けられたが，その中には原住民族出身者だけでなく，漢人の学生たちも含ま
れていたという。彼らが原住民族を台湾全体の祖先と見なし始めた証左と言
えよう。
拙文で示したように，台湾映画の中で，原住民族をそれまでの「遅れた」
「貧しいJr醜L、」といったステレオタイプから解き放ち， r文化的」で「格
好いい」存在として描き出したのは，貌徳聖の『海角七号Jが初めてであっ
た。そして続く『セデック・パレ』は，一歩進んで台湾原住民族セデック族
を主人公とする物語である。さらに rKANO~ に驚場する嘉義農林野球部
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にも台湾原住民族の選手が複数含まれており，彼らを抑撤する日本人に対し
て，監督が「そんなことは関係なL、」と怒鳴りつける場面が見せ場のひとつ
となっているばかりか，甲子閣に取材に米ていた皮肉屋の記者(作家菊池寛
をモデルにしたとされる)までも，最後には「複数の民族が力を合わせて目
標に向かい遁進するさまは，なんとなく涙ぐましい感じを起こさせる」と感
想を述べるに至る。つまり，現徳聖作品は一見して明らかなようにすべて日
本統治にかかわるだけでなく，作中における原住民族の存在とその描き方と
いう点でも際立っているのである。
『セデック・パレ』は劇中の台調もセデック語が中心を占めている。台湾
先住民諸言語は，言語学的分担によれば，いずれもオーストロネシア語族に
属するとされるが，それぞれに差異も大きく，互いに理解不能である場合が
多い。つまり漢人のみならず，他の部族に属する原住民族も合めて，大部分
の台湾人観客は主人公モーナ・ルダオたちが話すセデック詰ーを聞いても理解
出来ず，字幕安通じて「セデック・パレJの物語を鑑賞したのである。台調
を聞き取ることが出来ない「国片(国産映画)Jを台湾の観客たちは熱心に
鑑賞し，支持した。この点についていえば，セデック語中心の「セデック・
バレ』も， 日本語による手紙の朗読が延々と続く『海角七号1も同様であっ
て，そのどちらもが台湾人としてのアイデンティティを強化する役割を担っ
たとすれば，多言語，多文化であることが，多様な歴史(ルーツ)を持つこ
ととともに，台湾文化の特長の一つだと見なされていると言えるだろう O
字幕は日本などでは，通常「外国映画」を見る際に使われるが，台湾のよ
うな多言語社会では， 1"国産映画」にも字幕がつくことは珍しくなL、。そし
て当然ながら，字幕は文字のある言語によってしか付すことが出来なL、。台
湾の場合，台詞が日本語であろうとセデック語であろうと中国語(北京語)
であろうと台湾語(閏南語〉であろうと，字幕は常に公用語たる中国語によっ
て記される。つまり，台湾は多言語，多文化の社会であるが，多数の言語の
うち，中国語と他言語の聞には，歴然とした地位上の格差が存在している九
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これは日本の敗戦とともに台湾が中華民国の統治下に入った 1945年夏以降
のことであり，それ以前，台湾で上映される映画に字幕がついていたならば，
おそらく日本語であったはずで，その場合，日本語を読めない大衆向けに，
台湾語を話す弁士が活躍したのである九
台湾では， 1945年以降， 日本人の撤退，国民党政権の移転によって，一
方で政府寄りの制作会社による中闇語映画が製作され，他方で地元観客安対
象とする台湾語映画が製作された。 1980年代に侯孝賢らの台湾ニューシネ
マ作品が日本に紹介された際， I台湾語を使用している点が画期的」だと伝
えられたが，そこには大きな誤解があった。台湾語一色の作品ならば， 1950 
年代， 60年代にいくらでも見られたのである。その点，ニューシネマのス
タイルは，劇映画でち基本的にリアリズムで，作中，中闘語を話すべき役柄
は中国語を，台湾語を話すべき役柄は台湾語を話した点が，それ以前の中国
語一色または台湾語一色のフィクション映画とは明らかに異なっていたので
ある。たとえば，侯孝賢の「冬冬の夏休みJでは，主人公の祖父母らがほぼ
一貫して苗栗県の多数派言語である客家語を話した。「悲情城市」において
は，さらに大陸から渡って来た人びとの話す上海語や広東語も飛び交い，多
言語が混靖する様子自体が，終戦直後の台湾社会の混乱ぶりを示していた。
登場人物の使用言語にリアリズムを適用すると，彼らの置かれた政治状況，
社会状況が浮かび上がる。したがって，雷語的リアリズムが台湾社会の民主
化を反映していたことは間違いない。
こうした中で，映画に登場する台湾原住民族は，長年に渡り言語を奪われ
続けて来た。日本統治初期の記録映画では， I日本軍に制圧されるもの言わ
ぬ野蛮人」として描かれ，太平洋戦争期には「サヨンの鐘JI(1943年)主演
の満映女優李香蘭が，原住民族役ながら流暢な日本語を話し，国民党時代に
なるとしばしば「原住民族なまりの中国語」を台詞として与えられた。ある
いは 1984年のニューシネマ作品「老兵の春J中，娘を中国大陸出身の退役
軍人にった両親のように，瓦いには部族語を話しているらしいものの，字
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幕もつけられなかったために，まったくコミュニケーション不可能な存者Eと
して描き出されるかであった。実のととろ「セデック・パレ』と同様 1930
年の霧社事件をテーマとする作品は，過去にも 1957年の『青山碧血J(何基
明監督)， 1965年の『霧社風雲J(洪信徳監督)などが撮られているが，両
作品中で原住民族の役柄を演じたのは，いずれも漢人俳優であった。また近
年，ニューシネマ世代の高仁監督が製作し， 2003年に公共テレビで放送さ
れた連続テレビドラマ『風中緋桜』も一定の評価を得たが，使用言語は基本
的に中国語であり，事件当時の台湾， しかも原住民居住地区で中国語が使用
されることはほぼなかったことを考えると，著しく言語的リアリズムに欠け
ると言わざるを得ない状況だった10)。
このように見て来ると，貌徳聖監督が「セデック・パレ」において，半分
以上の場面でセデック語を使用し，観客に対しては中国語字幕を通じての鑑
賞を求めたことが，いかに画期的であったかわかる。そして，同監督が「海
角七号』以前の 1996年頃から『セデック・パレ』を構想していたことは台
湾ではよく知られているけれども，観客の側からすれば， r海角七号』で延々
と日本語の朗読を聞き，なおかっ感動した経験があって初めて，字幕なしに
は理解できず， しかも前後編合わせて 276分ときわめて長尺の『セデック・
パレ』を「国産映画」として鑑賞する心の準備が出来ていたと言えるのでは
ないか。そして次には，再び台詞のほとんどが日本語である台湾映画
rKANOJを貌徳聖はプロデユースするのである。
日本統治時代を肯定的に描き出したとして， r海角七号」や rKANOJは
中国はもとより台湾でも一部の評者から「娼日」であるとの批判を受け，映
画祭などで冷遇の憂き目を見た1 )。それは両作品が日本で「親日」と見られ
て，一部の政治的勢力からやや的外れな支持を受けたのと裏腹である。これ
に対し， rセデック・パレ」は抗日暴動霧社事件をテーマに取り上げたこと
から，中国でも台湾でも「政治的に正しい」と見られやすL、。台湾では，
2011年9月9日の一般公開に先駆けて， 9月4日の晩，総統府前広場に面す
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る凱達格蘭(ケタガラン〉大道で招待客600人を招いての野外試写会が行わ
れた。ケタガランとは，かつてこの地域に居住していたが，後に漢人と同化
して消誠したと言われる台湾原住民族の部族名である。 1996年に民進党陳
水屑台北市長により改名されるまで，この場所は介寿路，すなわち蒋介石の
長寿を祈念する路と呼ばれていた。民主化，本土化に伴って進められた「正
名運動Jの成果として，原住民族の名前を冠した場所で，原住民族による抗
日蜂起の映画を鑑賞するために，出資者や台湾原住民各部族の代表だけでな
く，国民党の馬英九総統，民進党の嘉英文党首も顔を揃え，一般公開の成功
に道を聞いた。こうしたいわばオール台湾的なサポートが成立したのは，単
に『海角七号」を大ヒットさせた監督の第二作だからではなく， r政治的に
正しL、」と見られたこともまた理由の一つであったことは間違いなかろう。
E 特典映像という陥葬
1996年 1月，世界に先駆けて， 日本でDVDビデオが商用化された。こ
れ以降， VHSが主戦場であった映像コンテンツは，この新しいメディアで
燥発的に流通し始める。映画作品の商品化が進むにつれ，本編の他に特典映
像を付加した DVDも多く出回るようになった。予告編や監督，脚本家など
スタッフおよび出演者のインタビュー等に加え，撮影プロセスそのものを映
像化したいわゆるメイキング映像もしばしば見られるのは衆知の通りである。
「特典」映像の名が示すように，本来は購入者に対するインセンティブ
(おまけ〕として付加されたものであり，一般に作品の理解を深める内容が
多い。他方で，作品編集に血眼になる監督やプロデューサーの手を離れ，
DVD販売会社が独自に売れる商品を作ろうとした結果，特典映像が製作者
の意図を裏切る内容を発信してしまうことも時に起こる。いわゆる NG映
像の多くは罪がないといえようが，より深刻なケースもある。台湾映画の例
では， ミツヨ・ワダ・マルシアーノ(カナダ・カールトン大学映画研究学科
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准教授)が「侯孝賢の『記憶』との対話一一「瑚珠時光J12)で取り上げてい
るケースがある。
『瑚誹時光』は小津安ニ郎監督の生誕百年を記念して，絵竹が朝日新聞社，
住友商事など日本企業の出資を受け，侯孝賢監督に依頼して製作した作品で
ある。日本映画の巨匠を顕彰すべき作品の監督として， 目本語を解さない外
国人を採用することは，言うまでもなく，きわめて異例である。そうした異
例な決定がなされたのは，ニューシネマ初期の侯孝賢作品が，台湾に残され
た日本家屋などを舞台に撮影されたために， r日本以上に日本的Jr小津の後
継者」といった評価を受けたためであろう。それが日本側の誤解に基づいて
いたことについて，筆者はかつて拙著13)で論じた。ニューシネマの他の監
督たち同様，侯孝賢も中国大|韻出身の外省人であり，彼らにとって台湾に残
された日本家屋は，ノスタルジアを感じる対象ではなく，むしろ違和感の根
源だったのである。
日本社会は一般に，戦後台湾の社会構造に無知，無頓着で，侯孝賢らが外
省人であることすら，はっきりと認識されなかった。ニューシネマ作品の
『童年往事一一時の流れ』は侯孝賢の自伝的作品であり，時代の波に翻弄さ
れ，無念にも台湾という異郷で死んでいった祖母，父， f号のことが描かれて
いたにも関わらずである。 BGMに『仰げば尊し」や「赤とんぼ』が流れる
『冬冬の夏休み』で，侯孝賢監督は外省人の父を持つ幼い主人公兄妹の眼を
借りて， rエキゾチック」な台湾農村の生活風景を描き出したにも関わらず
である。さらに，小津安二郎監督の影響を繰り返し指摘された侯孝賢は，当
時小津作品をきちんと見たことがなかったばかりか，見ょうとしても眠くなっ
て見きれなかったとまで語っていたにも関わらずである。
そうした履歴を持つ『瑚珠時光』を日本で DVDω化して売り出すにあた
り，販売会社は特典として計195分の映像を付加した。そこには，未公開シー
ン，監督インタビュー，出演者インタビュー，記者会見などのほかに，フラ
ンスで製作されたドキュメンタリ一番組 ~Métro Lumi色reJが含まれてい
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た。結果的に，侯孝賢監督がフランスの取材者に対して語った内容が，本人
の表情，態度や取材時周囲にいたスタ‘Yフの反応まで含めて， 日本製DVD
の視聴者に届けられたのである。
ドキュメンタリー中，侯孝賢は， r瑚珠時光』を製作する際， rテーマは最
初から決められていたし，撮るのは『日本映画」だった」と語っている。マ
ルシアーノ論文は，そう語った際の侯孝賢の様子を図像で掲載している。そ
の意図は説明されていないが，筆者が同番組を見た際に最も深い印象を受け
たのも同じ場面だった。なぜなら，フランスの取材者は，前の場面で彼に対
しr瑚珠時光』のどこが日本的なのか」という問いを発し，それに対して，
侯孝賢本人ばかりか周囲にいたスタッフも，はっきり声を上げて笑ったので
ある。つまり，彼らにとって， r瑚珠時光」は「頼まれ仕事Jであり，そう
した仕事を頼んで来る日本企業に対しでは「笑ってしまう」というのが率直
な反応なのだ。
マルシアーノ論文は松竹側の資料を得て， r瑚珠時光Jは企画の段階で小
津の『東京物語』を下敷とすることから，プロット，主な登場人物の背景，
出演者までおおよそ決定された上で侯孝賢に委嘱された，彼にとっては文字
通りの「頼まれ仕事」であったことを示す。そして『瑚珠時光」が日本の批
評家や観客に「日本映画」として受け取られたとすれば，それは侯孝賢作品
の特質というよりは，松竹などによる企画の成果だと結論づけられる。
同DVDの場合，フランスのドキュメンタリ一番組における侯孝賢の発言
そのものが， r台湾人監督が日本映画の巨匠小津安二郎に捧げたオマージュJ
として『瑚珠時光」をプロモートしようとした日本企業の意図を顛覆する役
割を担った。そのような内容を特典映像として採用した松竹ビデオ事業部の
意図は不明である。むしろ NG映像同様，単純に販売促進のために採用し
たところ，意図せずにメタ批評が成立した可能性を考える方がよいかもしれ
なL、。いずれにせよ，監瞥自らが自作の成立過程を笑いのめした稀有な事例
と言えようが，その前提として，批評家，ジャーナリスト，観客，映画会社
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も含めて， 日本の側がそもそも彼のニューシネマ作品を誤読した上で持ち上
げた，無知と無頓着があったことを，記憶するべきであろう。
N ~セデック・パレ』の特典映像
説徳聖監督の第二作「セデック・パレ』は，前編 144分，後編 132分とい
う長編だが，台湾で発売された DVDには，さらに 197分強の特典映像がつ
けられている15Lうち 56分50秒はIrBehindthe ScenesJと名づけられた
インタビ、ュー集，残りの 2時間 20分41秒がメイキング映像の「幕後全記録』
で， 2009年 10月27日のクランクインから， 予定撮影日数 160日を大きく
越えた 240日目でクランクアップとなった 2010年9月4日までの進行状況，
関係者一同がオープンセットに集合して行われた打ち上げ，高雄巨蛋球場に
おける試写会の模様までが記録に残されている。
これらの特典映像を含むDVDは，説監督が経営する制作会社果子電影と
主要出資者である中影股紛が共同で発行していることから， Ir蹴珠時光』の
場合とは異なり，映像の取捨選択には監督本人の考えが反映していると想定
される。少なくとも，監督の意にそわない内容が含まれているとは考えにく
い。その結果，ある意味では，本編をしのぐほど感動的に仕上がっていると
も言える。それは，インタビュー集やメイキング映像が，事実を記録したド
キュメンタリーでありつつも，単なる断片の寄せ集めにとどまらず，クライ
マックスに向けて盛り上がって行く構造を持つことが大きL、。
インタビュー集は，撮影と同時進行で撮られた部分と，その 6年前の
2003年，説徳聖監督が『セデック・パレ』の製作資金を集めるために自腹
で5分間のサンプル映像を撮った際，録画された部分の二つからなる。 2003
年当時，監督は「貧乏人だからこそ冒険が出来る。 200万や 300万(台湾ド
ル)借金するのは貧乏人だが， 2億も 3億も借金するのは実業家だ。俺は実
業家になってみせる」と抱負を語る一方，出資者をみつけることが出来ずに，
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「みんな「そんなことは無理だ」と言うんだ。みんな諦めることに慣れすぎ
じゃないか。どうして信じてくれないんだろう」と憤る様子も記録に残る O
『セデック・パレ』の製作費用は最終的に 7億台湾ドルを越し，台湾映画史
上最大規模となった。しかし 2003年当時，まだ長編映画そ一本も撮ったこ
とがない青年が，億単位の費用をかけてハリウッドスタイルの大作を撮りた
いと言っても，ほとんど誰一人その実現可能性を信じなかった。「金がない，
経験がない，技術がない，人材がいない，だから可能なわけがない」と皆考
えたのである。そのため特典映像の字幕では， ~セデック・パレ』を「台湾
映画界公認の不可能なプロジェクト」と呼んでいる。
2003年当時から， 2008年の『海角七号1大ヒットを経て， 2011年秋の上
映に至るまで，説徳聖監督と「セデック・パレ』の歩みを軍近距離で見続け
た人物に，原作マンガの作者郎若龍とプロデューサーの黄志明がいた。特典
映像中に差し挟まれた両者のインタピ、ューを見ると，二人は徐々に麓徳型の
根気と情熱に気圧されて行き，最後にはどちらもほとんど把然とした表情を
見せる。どう考えても不可能に思えたことが実現したからだろう。実際に，
当初すなわち 2003年のインタビ、ューで，説監督は「大家都不信(みんな信
じてくれなL、)Jと訴えており，最後すなわち 2010年秋の打ち上げの場では，
一人のスタッフにしがみついて， I大家都不信(みんな信じてくれなかった)J
としゃくりあげている。その聞に貌監督の第一子が生まれ16)て7歳にまで
成長し，長年の夢だった『セデック・パレ』が完成した。つまり，特典映像
は，大きな夢を描きながら，妻以外17)誰にも信じてもらえなかった青年が，
幾多の苦難を乗り越え，最終的にその夢を実現するまでを記録したドキュメ
ンタリーとなっているのである。
インタビューシーンに登場するのは，まず貌徳聖本人，そして前述の郎若
龍，黄志明。次に日本から参加した種田陽平など美術スタッフ。彼らが口々
に「日本でも経験がないほど大規模なセット」と話すように，監督の指示に
より， 1930年当時の霧社の街を正確に再現するため，山を二つ作るところ
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から始めて.I最初のプランから何一つ削らずに完成させたJ。その一方で，
メイキング中には，費用の支払いが滞り，現金が途絶えたために，日本側が
監督に対し「今日のところは，これ以上作業を続けられなし、」と通告するシー
ンも出て来る。さらに撮影123日目には，戦闘シーンの撮影中に銃弾を使い
果たしても，資金不足で即座に購入出来ず，役者たちが「パンパンパン」と
いう口まねの音に合わせて武器を振り回したり，倒れたりの演技を余儀なく
された様子も映る。金繰り担当であるプロデューサーの黄志明は「金につい
ていうなら，我々は狂人だ。私は昨年父を亡くしたばかりで，何度も母の元
に駆けつけなければならなかったのだが，借金に継ぐ借金で，母にそんなそ
ぶりを見せるわけにもL、かず，大きな葛藤があった」と鳴咽する。貌徳聖監
督自身も「本当に辛かった。弁当屋も仮設トイレの業者も会社に押し掛けて
来て，金を払え，金を払えと言うんだから」と語る。競徳聖組の自転車操業
ぷりは「海角七号」の際にも伝えられたが.rセデック・パレ」の予算規模
はその阿倍だ。出演者の署名女優ピピアン・スーは「蹴督と頗を合わせる
と，お金を貸してくれと言われるので，とにかく渡した」と語つているω
俳優が出演料を受け取るかわりに'製作資金を提供しているのだ。
資金面の困難に加え，日本人美術スタッフや韓国人アクション監督などと
コミュニケーションが難しくなった場面も記録に残る。いずれも，これまで
台湾映商界で経験のなかった技術等を導入するため，必然的に起きる困難だっ
た。さらに撮影はほぼすべて，高山地帯の斜面，渓流等で行われたため，怪
我をする俳優やスタッフが続出，専属の看護士が常にスタンパイし，治療に
当たる状態だった。安全管理の担当者も置かれていたが，時にエキストラの
総数が百人を越える撮影現場にあって，たった一人ですべてを見守ることは
事実上不可能だった。
自然との戦いもあった。秋に始まった撮影が冬に入ると，山の気温は 10
度を下回り.BJ!熱帯の高温に慣れている台湾の俳優たちは寒さに震え上がっ
た。震える様子や鼻水をすする音をカメラやマイクが拾い，撮り直しとなる
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ことも起きた。また監督の考えで，全部の場面を曇天下で撮影することが決
められていたため，太陽が陰り，なおかつ雨が降らない揖影タイミングを待
つ時聞が長くなった。そして種目が「台湾の自然状況がここまで厳しいとは
思わなかった」と語るように，雨は一旦降り出すとしばしば暴雨となり，高
山の撮影現場は，助監督が「洪水の被災者になった気分」というほどの被害
を受けた。しかし，ほとんど水没した現場で，競監督自ら先頭に立ってスコッ
プを握り，黙々と排水のための溝を掘り始める O その感化を受ける形で，次
第にスタップ全員が作業に加わり，山中に本格的な下水道を建設して，撮影
を可能にしたのだった。競監督がスタッフに対して言う。「無理だ，無理だ
と言わずに，どうすればいL、か考えてくれ。それが映画づくりだろう」。
このように厳しい条件の下で，常に監督本人が前面に出て困難を克服し，
「台湾映画界公認の不可能なプロジェクト」と呼ばれた作品が，徐々に形に
なって行く。最初は半信半疑だった俳優やスタッフたちも，次第次第と監督
の情熱に巻き込まれて行ったプロセスが，メイキングやインタビューを通じ
て見る者に伝えられ，感動を呼ぶのである。前述のように，台湾映画は 21
世紀初頭に，一時製作がほぼ停止するほどに低迷した。そのため俳優にもス
タッフにも，人材の世代的断絶が生じている。監督本人はインタビューで，
「自分はかつて台湾映画の素晴らしい時代の最後を見ることが出来た」凶と
語っている。また署名監督で「セデック・パレJの共同プロデューサーを務
めたジョン・ウーは，説が本作の製作を通じて台湾の若者たちに素晴らしい
学習機会を与えたことを高く評価し， I親徳聖こそセデック・パレ(真の勇
者)，モーナ・ルダオである」と話す。つまり本編を製作することは， ~海角
七号』で息を吹き返した台湾映画の活力を，さらに一段高め，未来につなげ
る意味を持つのだ。
群衆劇である「セデック・パレ』で，特に台湾原住民族セデック族を演じ
る役者を見つけることは容易でなかった。説監督は，主人公で蜂起したマヘ
ボ社の頭目モーナ・ルダオと，その宿敵タイモ・ワリスら主要キャストにふ
34 明治大学教養論集通巻510号 (20日・ 9)
さわしい人物を探すため，台湾の内閣にあたる行政院を通じて国防部(防衛
省)，警察，消防に名簿提出を依頼しているo結果的に，主な女性の役柄は，
ビビアン・スー，ルオ・メイリン，ランディー・ウェンという三人の原住民
族出身女優が演じ，タイモ・ワリス役も，俳優，監督として知られるセデッ
ク族のマー・ジーシアン(馬志期)が演じることになった。しかし，主人公
モーナ・ルダオ役には，これまで全く演技経験のないリン・チンタイ(林慶
台)が， I眼光の鋭さを見込まれ，選ばれた。特典映像では，撮影開始前， リ
ンが他の素人俳優たちと一緒に演技のワークショップに参加した様子が見ら
れる。『海角七号」で主役を演じた宿逸臣の場合もそうだったが，もともと
ソフトな印象を与える人物に演技をつけて，男らしい主人公像を造型してい
くことに，親徳聖監督がどれほど長けているかを証明する映像と言えるだろ
う。一方，運動会における虐殺事件の現場など，大勢のエキストラが必要と
なる場面に出演する人を躍保するため，担当者は台湾島のほぼ半分を占める
ほどの地域を車で回り，人探しを続けた。原住民族居住区のキリスト教会に
協力を依頼し，村長に有線放送を頼み，何とか引き受けてくれた人たちが，
約束の時間，約束の場所に現れるとは全く限らないので-ある。
こうした幾多の困難を乗り越え，時には子役や小さなエキストラたちが待
機中に見せる愛らしい様子を記録映像に残しながら，一歩一歩『セデック・
パレ』は完成に近づいて行く。そのプロセスを通じて，俳優たちもスタッフ
も，貌徳聖という人物の純粋さ，あるいは『セデック・パレ』という物語の
倫理的な深さに打たれて行くのだ。日本軍人鎌田弥彦安講じた河原さぷは，
貌監督との出会いによって，俳優引退を延期したと語る。出身部族と日本と
の狭間に立たされて，葛藤のあまり自決する警官花岡一郎(ダッキス・ノー
ビン)，ニ郎(ダッキス・ナウイ)を演じたシュー・イーファン，ス-・ダー
は「この作品に出られて本当に嬉しL、」と話す。主人公の娘マホン・モーナ
役のランディ・ウェンは， I死ぬまでマホンの台調を忘れることはなL、」と
言う。モーナらマヘボ社の後育で，セデック語の指導にあたった郭明正(ダ
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キス・パワン)は，霧社の街が本物通りに復元されたのを見て感無量だと語
り，主人公の父を演じた曽秋勝(パワン・ナウイ)は，クランクアップ後の
インタビューで， I我々原住民の歴史をこのように描き出してくれて，説徳
聖監督には本当に心から感謝している。実に素晴らしLリと諮って涙を流す
のである。
つまり，特典映像のもたらす感動は，単に不可能が可能となったためだけ
ではなく，当初は恐らく貌徳聖自身しか理解していなかった作品の崇高な意
図叫が，他の人びとに浸透していくことによっても， もたらされている。
霧社事件は，そもそも日本統治の圧政に耐えかねたセデック族による蜂起で
あり，運動会に参加していた日本人約 140人が殺される大惨事から始まった
が， 日本側も軍隊を動員した大規模な制圧作戦によって， 1，400人のセデッ
ク族を殺害しており，普通に描けば，悪者とならざるを得なL、。警官小島源
治を演じた安藤政信が「日本人としてそのような事実を受入れるのが難しかっ
た」と語るのも当然だろう。しかし，親監督は日本人を単なる悪者としてで
はなく，それぞれに異なる個性を持ち，家庭を営む，当たり前の人間として
描こうとする。その気持ちに河原は感じ入っているO また，台湾映画では，
長らく他者としてしか描かれなかった原住民族が，本作ではついに主役にな
り，彼らの視点から，彼らの言語で壁史が語られる，そのこと自体すでに画
期的なのだ。だから，原住民族出身の素人俳優たちは，インタビューで出演
動機を問われると， I家族の要請でJI娘に吉われて」等と答え， リン・チン
タイの息子は「父さん，愛してるよJと涙ぐむ。彼らにとって， Iiセデック・
パレ」は単なる娯楽映画ではなく，民族の誇りを取り戻す契機となったので
ある。
V メイキングが暴き出すこと
このように感動的な『セデック・パレ』の特典映像だが，その内容の全て
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が映画の物語を一方向に補強するわけではなL、。メイキングを含む記録映像
の恐ろしさは，それが事実であるという根拠の強さによって，丁寧に作り上
げられたフィクションを，一度に揺るがしかねないところにあるι 侯孝賢が
フランスの取材陣に見せた一瞬の素顔が， 30年に及ぶ日本人の幻想を打ち
砕き得るように。
『セデック・パレ」のメイキング映像は，高山口ケの厳しさ，続出するけ
が人，韓国人スタッフとのあつれき，天気待ちの忍耐などを伝えたあと，撮
影開始後 83日目，主人公モーナ・ル夕、オたちセデック族が，いよいよ日本
人に対する蜂起の話し合いをする場面の現場を映し出す。カメラの後方には，
セデック語の指導にあたる若い女性乎、悲締・達馬比馬が待機しているが，彼
女はメイキング用のカメラに向き直り，主人公を演じるリン・チンタイが台
詞を覚えるために使用するノートを見せる。
リン・チンタイは台湾原住民族タイヤル族の出身で，タイヤル語を話すこ
とが出来，また子どもの頃から祖父に狩りの技術を習った猟師でもある。モー
ナ・ルダオを演じるのにふさわしいパックグラウンドだ。しかし，セデック
語とタイヤル語はまたEいに異なるため，セデック語の台詞を苦労して丸覚
えすることは出来ても，現場でわずかでも変更を加えられると，自分が何を
話しているのか分からなくなり，混乱を来たす。その物的証拠が乎務締・達
馬比馬の手中にある小さなノートなのだ。そこには，彼女がローマ字で書き
記したセデック語の台調に， リン・チンタイ本人により漢字で中国語音のふ
りがなが書き込まれている。警官など日本人相手に日本語を話す場面の台詞
は， 日本の文字もローマ字もなしで，全て中国語音による漢字の当て字であ
る。例えば， I尤細木位 (you-xi-mu-la)jで「よしむら(吉村)j， I欧雷我
(ou-lei-wo) jで「おれを(俺を)jという具合に。
前述のように台湾原住民族の誇りを取り戻す契機となった「セデック・バ
レ』だが，映画が伝える 1930年のモーナ・ルダオらセデック族と，その後
80年を経て本編に出演している 21世紀の原住民族の聞には，言語的，文化
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的に大きな断絶が生じている。メイキング映像は， リン・チンタイ (1960
年生まれ)の日常語が中国語であり，セデック語の台詞を覚えるには，中国
語の漢字に頼るしかないことをあからさまに示す。もちろん，それは彼個人
の落ち度でも台湾原住民族の落ち度でもなL、。日本統治で日本語を強制され，
中国国民党による統治で中国語を強制された結果である。つまり彼らは，一
世紀の聞に，二度に渡って母語の使用を制限され，ニ度に渡って他国語を強
制され，さらに上の世代が身につけた日本語を国民党統治下で失ったのであ
る。
1980年代以降の民主化で，台湾本省人(漢人〉たちは一定程度父祖の母
語である台湾語(闇甫語)や客家語を取り戻すことが出来た。その背景には，
日本統治時代であっても，私書aで母語による中国古典教育が行われる等，水
面下の言語文化継承努力があったヘしかし，原住民族諸語の場合， もとも
と書き文字を持たなかったことも一因となり，終始部族ごとに隔絶した話し
雷葉にとどまらざるを得ないことが，文化の復興をより困難にしている。霧
社事件の時代，セデック出身の警察官花岡一郎，二郎のように日本人統治者
に同化した原住民は少数だったが，その後敗戦までの 15年聞に，軍国主義
の広がりに伴う皇民化によって同化の度合いが深まり，最終的には七，八千
人に上る原住民族の若者たちが高砂義勇隊として，日本の戦争に次々と命を
捧げる事態にまで薫った2)。国民党時代になると，それ以前とは打って変わ
り，日本文化が全面的に否定され，山地にも中国語教育が浸透した。その結
果，歴史上初めて，原住民族と漢人社会との直接的コミュニケーションが成
立し，彼ら自身の思いや考えを台湾社会一般に伝えることが可能になった。
同時に，中国語によるコミュニケーションが可能になった時点で，伝来の文
化はすでに失われている。主流をなす文化に同化して初めて主流派の理解を
得られるという，残酷でアンビ、パレントな現実が存在するのだ制。
もう一つ， 日本統治時代，単に日本語教育が行われただけでなく， 日本文
化の徹底的な注入もなされたことは，花岡一郎夫婦が武士とその妻のように
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割腹自殺を遂げたことにも示されている。彼らが同時にセデック族としての
精神構造も持ち続けていたことで，深刻な葛藤を覚えたことは本編に表現さ
れている通りで，それは優秀な若者たちに対するひどく残酷な仕打ちとなっ
た。その後，日本の敗戦により，国民党政権が台湾にやって来たわけだが，
外部にあまり知られていない事実として，国民党統治下で，カナダなどのキ
リスト教会が山地で積極的に布教活動を行った歴史があり，現在では台湾原
住民族の大部分がキリスト教を信仰している。「セデvク・パレ』に出演し
た原住民族にもキリスト教徒が多く含まれていて，それが同じ信仰を持つ説
徳聖監督とのコミュニケーションを容易にした面もある。つけ加えるならば，
リン・チンタイの本業は山地教会の伝道師である O
台湾原住民族の多くがキリスト教に帰依したことで， 日本時代に注入され
た文化は，おおよそ覆されたものと想像されるが，それは同時に，祖先の文
化に戻る道からさらに遠のくことでもあった。メイキング映像中，最も衝撃
的な場面は，撮影の 123日目， 2010年4月7日のロケ中に起きた。日本軍
の反撃により，セデック族側が次第に追いつめられて行く中で，部族の女性
たちは，夫たちに食糧を残し，後顧の憂いなく戦ってもらうため，子どもを
連れて集団で首を吊る。そのシーンのリハーサルで，監督らスタッフは，原
住民族の子役に対して，一度首に縄を掛けてみるよう指示するのだが，四歳
くらいに見える家思という子どもが， Il、ゃだJIl、ゃだJぞ繰り返し，首を
縦に振らない。スタッフらは「あとでマクドナjレドに連れて行くからjなど
と懐柔を試みるが，成功しない。最後に，彼の母親らしい女性(スタッフか
ら瑞英と呼ばれている)が採った最終手段は，懐に子どもを抱き，隣にいる
貌徳聖監督とともに，中国語でキリスト教の神に対して祈ることだった。
「私たちをこの地の原住民に選んでいただきありがとうございます。私た
ちは原住民であることを誇りとし，あなたの尊い血がわたしたちを覆い，家
思を覆い，また競徳聖監督がなさっているお仕事を順調に進ませ賜いますこ
とをお願い申し上げます。主イエスさま，あなたは原住民を復興させ，それ
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によりこの地を復興させ賜いました。主よ，どうぞこの映画により，全世界
に私たちのことをお知らせくださL、。主よ，私たちに原住民の身分を回復さ
せてください。主イエス・キリストの名において，祈りを捧げます。アーメ
ン」。この祈りが終わると同時に，家恩の顔に微笑みが浮かび，首に縄を掛
けることを許す。そレてついにカメラが回り，雨の中，首に縄を掛けられた
子どもが「いやだJと泣き叫ぶシーンで撮影は無事終了する。
霧社事件では，実際に多くのセデック族母子が首吊り自殺をし，遺体が木
にぶら下がる様子がまるで果物のように見えたと伝えられている。それは台
湾では非常によく知られたエピソードであり， したがって観客に対して詳し
い説明は必要とされなL、。完成した「セデッグ・パレ」を見ると，首に縄を
掛けられた子どもが「いやだJと枕き叫ぶシーンのあとは，明らかに作り物
の遺体が木にぶら下がる場面につながっている。だから映像自体がとりたて
て残酷であるとは言えない。しかし，この史実を演じているのが，当事者で
ある台湾原住民族の子孫であり，つまり彼らは祖父母や曽祖父母の代に起き
た集団自殺を再現している，あるいは子どもの立場から言えば間違いなくさ
せられていることを考えると，やはり残酷な事態と言わざるを得ないだろう。
そこには植民統治の初期に原住民族を武力で押さえつけた日本軍が，東京に
戻り，国会などで報告する際に見せた記録映画の中で，帰)1目した原住民たち
を俳優として動員し，仲間が制庇される場面ぞ再現さFせた事実を想記させる
ものもある。もちろん，二つの映像の撮影意図は正反対であるにしても。
だが，本論の重点はそこにはなL、。かつて宗主国日本に支配され，絶誠の
危機に追いつめられた台湾原住民族が，霧祉事件の 80年後，ようやく主人
公として台湾映画に登場する時，精神的につらい作業を子どもに強いるため，
採った最終手段が，中国語によるキリスト教の神への祈りだったという事実
こそ，特記され，記憶されなければならなL、。
セデック族の悲劇は，彼らが純粋で高い知性を持つことにより増幅された
部分がある。彼らは日本に同化して武士道精神を取り込み， 日本人に「模範
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蕃」とまで呼ばれながら蜂起したために，より一層の怒りを呼んだ。日本の
敗戦後，山地にキリスト教が入ったことは，恐らく独裁者蒋介石の夫人宋美
齢が熱心なキリスト教徒で，欧米に多くの友人を持っていたこととも関係が
あろうが，宣教師らの真撃な活動ぶりは台湾で一般に高く評価されており，
第三者が批判すべきことではなかろう。それでもなお，純粋で高い知性を持
つ台湾原住民族が，一度はその精神を武士道色に染め上げられ，その後は国
民党が持ち込む中国色と欧米人が持ち込むキリスト教色に染め上げられた歴
史は，残酷かっ悲惨である。そして，国語として強制された場合に特徴的な，
標準的かっ流暢な中国語で話す原住民族の母は，ともに主イエス・キリスト
に対して中国語の祈りを捧げることで，わが子に対し，首に縄を掛けること
を同意させるのだ。彼女は純粋で高い知性を持つ台湾原住民族として，自ら
発した言葉通りに.rセデック・パレ』を通じた民族の復興を信じているの
だろう。その姿は見るものに崇高な印象を与える。しかし，その印象が標準
的な中国語とキリスト教信仰に支えられているのだとしたら，それはそのま
ま彼女の所属する民族が本来持っていた高度な文化を再定することと同義で
はなかろうか。
VI おわりに
「海角七号J.rセデック・パレJ.rKANOJと続く貌徳聖作品は， 日本統
治時代に関わるテーマを持つと同時に，台湾原住民族の表象という点でも，
これまでの台湾映画と一線を画す。台湾社会の多数を占める漢人観客から寄
せられる圧倒的な支持は，彼の作品が台湾原住民族の歴史を諮り直すことで，
台湾アイデンティティの確立に大きく貢献していることと無縁ではない。
だが， 日本統治の開始以来120年の時聞を経て，台湾原住民族の言語文化
状況は根本的に変質してしまった。史上初めて，彼らの視点から彼らの言語
で，霧社事件を描き出した大作「セデック・パレ』は，民族文化復興の契機
台湾映画『セデック・バレ』のメイキング映像が伝えること 41 
として積極的に評価されている。その作品DVDに付加された特典映像は，
監督本人および作品自体が持つ倫理的な深さを反映して，本編にも劣らぬほ
ど感動的に仕上がっているが，同時に本編が語らなかった事実 セデック
族など台湾原住民族の言語や文化は，二度におよぶ国語強制と外来信仰の導
入により，ほぼ回復不可能なところまで変質してしまっている を暴き出
す。それは本編があえて描き出さなかった「不都合な事実」として捉えるこ
とも可能だろうし，キリスト教信仰に基づく誠実さが人格の基本をなしてい
ると思われる説徳聖監督ならではの告白とも受け取れよう。
親徳聖の台湾映画界への登場は，台湾の歴史が今新たに叙述されていると
いう現在進行形の意義を持つ。それは決して後ろ向きな懐古趣味ではないし，
歴史修正主義とも異なるものだ。台湾独立の旗を掲げて失敗した民進党時代
末期から，再登板した国民党への深い幻滅を経て，ひまわり学生運動が内外
に示したように，新たな政治体制を渇望する台湾にあって，この土地の本来
の主人公である原住民族を中心にすえ， 日本統治の歴史を語り直し，取り戻
そうとする試みは，旧宗主国日本に対しでも，現在進行形の理解，受容，行
動を潜在的に求めている。われわれは，その意味を積極的に読み解いて行か
なければならなL、。
《注}
1) 林 (2010)，79-81. 
2) 1台湾ドル=3.892日本円 (2015.3.5)
3) http://zh.wikipedia.org/zh-tw /台湾電影票房 (2015.3.5)
4) 酪峻 (2013)
5) 林 (2011-1)， 33-61. 
6) 林 (2011-2)，63-89. 
7) https:j/www.youtube.com/watch?v=7gxvnHm-SkI (2010.3.16) 
8) 話し言葉としての台湾語汚及率はきわめて高いが，存き言葉としての定着はい
まだ見られない。これl土谷浴で中国への返還以降，インターネット，電子メール
の普及などを背景として，地元の広東語が書き言葉としても定着しつつあるのと
は様相が異なる。
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9) 日本の敗戦後も台湾の映画館で台湾語告話す弁士が活躍していた様子が，呉念
真監督作品『多桑(とうさんH(1994)に活写されている。作中で上映されてい
た映画は， r君の名は~ (大庭秀雄監督， 1953)だった。
10) ニューシネマの代表的監督は侯孝賢，エドワード・ヤンにしてもこの寓仁にし
ても中国大陵出身のいわゆる外省人エリートの公務員家庭育ちで，台湾社会の中
心を占める本省人との聞にすら距離感があった。いわんや社会の周縁に位置する
原住民族との接点は非常に限られていたのであろう。彼らの作品に原住民族が登
場することはきわめてまれである。これに対し， r老兵の春』の李祐寧は同じ外
省人でも下級兵士の息子で，軍人村の長屋育ちであるため，年輩の兵士に金銭で
購われた原住民妻を身のまわりで見かけることもあったと考えられる。
11) 台湾最大の映画祭である金馬賞はそもそも台湾映画の隆盛に対抗し，中国語映
商の製作を促進するため， 1962年に中議民国政府行政院新聞局により開設され
た歴史を持つ。その後，いくたぜかルールが改訂され，腕では参加資格から言
語要項は外されている。
12) 前野他編 (2012)，131-150. 
13) 林 (2012)
14) 松竹ビデオ事業室訪問ド時光特典ディスク (DA-0603/2，2003) 
15) 果子電影有限公司・中影股伶有限公司;饗徳克・巴莱 (2012)
16) 貌殴督が藤院で新生児を抱く様子も映っている。
17) インタビ、ューで夫人は「妻である自分が信じてあげなかったら，他の誰も信じ
てくれないでしょう」と語っている。
18) 本編末尾のエンドロール前に， 1天使バレ(本物の天使)Jと銘打たれた名簿が
映し出されるのは，個人的に寄付，出資した人びとの名である。
19) 1996年製作のエドワード・ヤン作品「カップルズ」で助監督を務めたことな
どを指す。
20) これまで霧社事件の要因として，直前に起きた警官とのいざこざ以外に，長期
に渡る労役の厳しさが挙げられて来たが，本編における貌徳嚢監督の解釈は一歩
進んで，伝統的な狩り場すなわち森林は.セデック族と祖先をつなぐ神話的なト
ポスであり，そこから木材を切り出させることは，環境破壊であると同時に，彼
らの信仰に対する冒涜であるという視点を打ち出している。また，木造の大鳥居
としては日本で一番大きい明治神宮の大鳥居，靖国神社の神門など， 日本の宗教
建築には台湾産槍が多数使用されている。明治神宮のホームページによれば，植
民統治下の 1920年と戦後の 1966年にそれぞれ台湾の高山から樹齢 1，200年，
1，500年という大樹を切り倒して運んだという。現在の視点から見れば， 日本人
の信仰のために，台湾原住民族の森林が破壊されたと言わざるを得ない。
21) 例えば， 1938年金門島生まれの画家李錫脊は，父の考えで， 日本式教育を受
けず，私塾で四書五経など中国古典を学んだ (1伝統と現代，明と暗，現代画家
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李錫奇J，r光肇雑誌~ 2002年1月号， 90)。
22) 2013 年公開のドキュメンタリー映画『台湾アイデンティティー~ (酒井充子監
督)で，台湾原住民族ツオウ族出身の鄭茂李(アワイ・テアキアナ)が，兄弟た
ちが次々と出征して行った様子を証言している。
23) 林 (201ト2)
参考文献
赤松美和子:台湾ポストニューシネマの日本表象一一『悲情城市~ (1989年)から
『海角七号~ (2008年)へ一一， 日本台湾学会報，第十五号 (2013.6)，40-54. 
新井一二三:台湾為何教我突?なぜ台湾は私を泣かせるのか?，大田出版，台北
(2011.3). 
佐藤樹里・山本博一・巽登志夫:木造建造物文化財における台湾檎利用に関する研
究，木材文化財用補修用材確保に向けて 科学研究費基盤凶木造文化財用補
修用材確保のための基礎研究 研究報告書「木造建造物文化財のための木材お
よび植物性資源確保に関する研究J(2008)， 227-230. 
嘩峻創三:熱き台湾映画新世代の映画人たち，キネマ旬報， 1635号 (2013.5)，64同
71. 
陳淑美:被袴没的烏腕戦史一一高砂義勇隊，台湾光務雑誌 (1999.3)，78. 
東京人編集部:台湾映画『セデック・バレ」種田陽平美術監督インタビ、ュー オー
プンセットからはじまる物語，東京人， 325号 (2013.6)，102-105. 
野嶋剛:認識.TAIWAN・電影 映商で知る台湾，明石書底，東京 (2015.1) 
林ひふみ:台湾映画「海角七号」を読み解く，明治大学教養論集，通巻 452号
(2010. 1)， 79-ll9. 
林ひふみ:台湾先住民映画としての「海角七号J(1)一一映画史における「原住民」
像の変遷・一一，明治大学教養論集，通巻472号 (2011.9)， 33-61. 
林ひふみ:台湾先住民映画としての「海角七号J(2)一一牡丹社事件と虹の伝
説ーー，明治大学教養論集，通巻472号 (2011.9)， 63-89. 
林ひふみ:中国・台湾・香港映爾のなかの日本，明治大学出版会，東京 (2012.3)
前野みち子・星野宰代・西村正男・醇化元編:侯孝賢の詩学と時閣のプリズム，株
式会社あるむ，名古屋 (2012.1)， 131-150.d 
与那原恵:台湾映画『セデック・バレ」貌徳聖監督インタビ・ュー 「霧社事件」で衝
突した異文化C!::，人としての尊厳奇摘し東京人， 325号 (2013.6)，98-101. 
林初梅:貌徳聖の三部作『海角七号Jrセデック・パレ~ rKANOJを鑑賞して，東
方， 408号 (2015.2)， 2-6. 
(はやし・ひふみ 理工学部教授)
